
写真は、１月13日に行われた、日出町まちおこし第33回

新春健康マラソン大会スタート地点の様子

特　集  平成26年出初式・成人式
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消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】 

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　

田
邉　

正
二

【
永
年
勤
続
退
団
者
】

①
第
１
号
報
償
（
勤
続
25
年
以
上
）　

　

第
４
分
団
分
団
長　
　
　

高
原　
　

毅

　

第
４
分
団
副
分
団
長　
　

土
田　

亮
治

　

第
４
分
団
指
導
員　
　
　

工
藤　

勝
弘

　

第
１
分
団
第
１
部
班
長　

小
石　

秀
行

②
第
２
号
報
償
（
勤
続
15
年
以
上
）

　

第
３
分
団
副
分
団
長　
　

福
田　

耕
次

　

第
５
分
団
第
３
部
部
長　

藤
井　

正
俊

　

第
５
分
団
第
１
部
部
長　

秋
山　

和
美

　

第
５
分
団
第
３
部
部
長　

丸
尾　

博
俊

　

第
２
分
団
第
１
部
部
長　

北
野　

隆
昭

　

第
３
分
団
第
３
部
班
長　

河
野　

研
一

　

第
４
分
団
第
４
部
班
長　

二
宮　

雅
徳

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

北
野　

栄
治

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

青
柳　

潤
治

【
精
績
章
】

　

第
６
分
団
分
団
長　
　
　

一
宮　

澄
夫

　

第
３
分
団
副
分
団
長　
　

藤
田　

髙
志

平 成 26 年 消 防 団 出 初 式
      （ 日 出 町 消 防 団 特 別 点 検 ）

　1 月 11 日、日出中学校グラウンドで日出町消防団特別点検が行われました。中村健治団長以

下 245 名が参加し、人員服装点検や機械器具点検、訓練点検、放水点検などが行われました。

　また、昨年の全国女性消防操法大会に大分県代表として出場した、女性消防団員による軽可

搬ポンプ操法と日出・大神両保育園の園児による鼓笛隊演技が披露されました。
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団
体
表
彰

【
優
秀
部
（
年
間
成
績
第
１
位
）】　

　

第
７
分
団
第
２
部

【
優
良
部
（
年
間
成
績
第
２
位
）】

　

第
６
分
団
第
３
部

【
努
力
部
（
年
間
成
績
第
３
位
）】

　

第
１
分
団
第
１
部　

【
優
良
分
団
】

　

第
６
分
団

日
出
町
消
防
団
長
表
彰

【
火
災
予
防
広
報
実
践
優
秀
部
】　
　

　

第
１
位　

第
１
分
団
第
４
部 

　

第
２
位　

第
２
分
団
第
１
部 

　

第
３
位　

第
６
分
団
第
２
部

【
勤
続
章
】　

　

第
５
分
団
分
団
長　
　
　

青
柳　

年
明

大
分
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

第
２
分
団
分
団
長　
　
　

黒
谷　

尚
実

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

①
35
年
表
彰

　

第
３
分
団
副
分
団
長　
　

藤
田　

髙
志

②
30
年
表
彰

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

衛
藤　

清
隆

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

岩
嵜　
　

勇

③
25
年
表
彰

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

川
野　

幸
登

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

盛
長　

一
雄

　

第
７
分
団
第
１
部
団
員　

井
上　

勝
介

④
20
年
表
彰

　

第
４
分
団
分
団
長　
　
　

東
浦　

健
一

　

第
５
分
団
副
分
団
長　
　

工
藤　

利
明

　

第
６
分
団
指
導
員　
　
　

日
隈
慎
一
郎

　

第
１
分
団
第
３
部
班
長　

木
田　

正
幸

　

第
１
分
団
第
２
部
団
員　

田
村　

利
生

　

第
２
分
団
第
１
部
団
員　

河
野　

謙
二

　

第
３
分
団
第
３
部
団
員　

大
石　

幸
男

　

第
３
分
団
第
３
部
団
員　

白
水　
　

明

　

第
４
分
団
第
２
部
団
員　

定
平　

壽
一

　

第
４
分
団
第
３
部
団
員　

麻
生　

康
弘

　

第
６
分
団
第
１
部
団
員　

白
水　

順
一

【
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
）】

※ 

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
退
団
表
彰
者
と

同
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
出
町
長
表
彰

個
人
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
者
15
年
表
彰
】

　

第
５
分
団
第
１
部
部
長　

厚
田　

和
伸

　

第
３
分
団
第
２
部
班
長　

吉
松　

慎
史

　

第
４
分
団
第
２
部
班
長　

二
宮　

健
一

　

第
５
分
団
第
３
部
班
長　

是
永　

良
二

　

第
７
分
団
第
２
部
班
長　

髙
橋　

哲
也

　

第
２
分
団
第
１
部
団
員　

豊
田　

浩
史

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

上
野　

寛
明

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

藤
川　

義
則

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

上
野　

新
悟

　

第
３
分
団
第
３
部
団
員　

成
富　

祥
史

　

第
４
分
団
第
３
部
団
員　

丸
尾　

弘
一

　

第
５
分
団
第
１
部
団
員　

阿
部　

耕
二

【
永
年
勤
続
功
労
者
10
年
表
彰
】

　

第
１
分
団
第
２
部
部
長　

河
野　

幸
勝

　

第
７
分
団
第
１
部
部
長　

三
重　

一
騎

　

第
１
分
団
第
１
部
班
長　

河
野　

文
彦

　

第
１
分
団
第
２
部
班
長　

森
脇　

真
也

　

第
２
分
団
第
１
部
班
長　

宮
崎　

大
輔

　

第
１
分
団
第
１
部
団
員　

二
ノ
宮
晃
一

　

第
１
分
団
第
３
部
団
員　

穴
井　

秀
治

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

上
野　

眞
史

　

第
３
分
団
第
２
部
団
員　

笠
置　

秀
紀

　

第
３
分
団
第
３
部
団
員　

藤
田　

一
樹

　

第
４
分
団
第
１
部
団
員　

安
部　

宣
範

　

第
４
分
団
第
３
部
団
員　

髙
野　

賢
一

　

第
５
分
団
第
２
部
団
員　

長
野　

義
隆

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

宇
都
宮
幸
村

消防庁長官表彰・永年勤続退団者の高原さん
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平
成
26
年
日
出
町
成
人
式

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
月
12
日
、
町
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
で
平
成
26
年
日
出
町
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
５
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
、
男
子
１
４
８
名
、
女

子
１
６
３
名
の
合
計
３
１
１
名

が
新
成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
３
２
名
が
参
加
し
た
会
場

で
は
、
同
級
生
と
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
ぶ
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、工
藤
町
長
が「
皆

　

今
日
、
こ
の
よ
う
に
日
出
町
で
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
今

ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

や
先
生
方
、
地
域
の
方
々
の
励
ま
し
と
ご

指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
新
成
人
一
同

改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
一
人
前
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
に
出
て
働
い
て
い

る
人
、
学
生
と
し
て
学
ん
で
い
る
人
、
ま

だ
将
来
の
道
を
迷
っ
て
い
る
人
、
様
々
で

す
が
、
成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
迎
え

た
今
、
大
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
社

会
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
自
然
豊
か
な
日
出
町
で
学
び
成
長

し
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
立
派
な

社
会
人
と
し
て
少
し
で
も
恩
返
し
を
し
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
温
か

い
目
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
成
人
代
表　

市
原　

太
郎

さ
ん
の
若
さ
と
情
熱
、
そ
し

て
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
を
持
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
新
成
人
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
野
故
雄
日
出

町
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
来
賓
が
祝
福
、
新

成
人
を
代
表
し
て
栗
本
優
平

さ
ん
（
日
出
）
と
内
田
野の

え笑

さ
ん
（
大
神
）
が
二
十
歳
の

誓
い
を
述
べ
、
市
原
太
郎
さ

ん
（
藤
原
）
が
謝
辞
を
述
べ

て
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
謝
辞一部

抜
粋
し
て
い
ま
す　
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二十歳（はたち）の誓い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部抜粋しています

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
大
き
く
変
化
、

成
長
し
、
よ
り
一
層
国
際
化
や
情
報
化

が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
今
、
大
学
で
生
命
化
学
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
命
の
仕
組
み
を
学
ん
だ

り
、
生
態
調
査
を
し
た
り
、
海
外
で
学

生
交
流
を
し
た
り
す
る
中
で
、
様
々
な

文
化
や
人
や
大
自
然
に
触
れ
、
世
界
の

広
さ
と
自
分
の
小
さ
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
経
験
の
中
に
は
、
自
分
が
感

じ
て
い
た
常
識
が
大
き
く
覆
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
見

た
こ
と
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
知
識

を
多
く
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
受

け
取
っ
て
い
る
情
報
が
全
て
正
し
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
で
見
て
、

触
れ
て
、
感
じ
た
こ
と
が
真
実
で
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
二
十
歳
を
迎
え

た
今
、
将
来
の
希
望
に
胸
が
高
ま
る
と

と
も
に
自
分
の
判
断
や
行
動
に
責
任
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が

人
々
を
支
え
、
日
出
町
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
代
表　

栗
本　

優
平

　

こ
の
20
年
間
を
歩
ん
で
く
る
こ
と
が

出
来
た
の
も
、
両
親
を
は
じ
め
、
恩
師

や
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
こ
日
出
町
に

は
地
域
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
人
と
人

と
の
温
か
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
温
も
り
が
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
こ
の
温
も
り
を
思
い
出

し
、
人
と
の
出
会
い
、
人
と
の
関
わ
り

を
大
事
に
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。

　

成
人
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

私
た
ち
で
す
。
一
人
一
人
が
責
任
を

も
っ
た
判
断
や
行
動
に
つ
と
め
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
向
上
心
を
も
っ
て
前

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
開

い
て
い
た
だ
き
、
町
長
様
を
始
め
来
賓

の
方
々
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
集
う
一
人
一
人
が
日
出
町
を

愛
す
る
気
持
ち
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
人
生
を
謳
歌
で
き
る

よ
う
祈
り
ま
し
て
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
成
人
代
表　

内
田　

野
笑

日
出
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
の
民
間
委
託
後
の
様
子

　

昨
年
９
月
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
・
配
送
業
務
を
民
間
企
業
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
日
に
約

２
，９
５
０
人
分
の
給
食
を
調
理
し

て
い
ま
す
。

　

委
託
を
行
っ
た
こ
と
で
調
理
に
携

わ
る
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
が
で

き
、
作
業
工
程
も
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

　

日
出
町
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を
使

用
す
る
割
合
も
こ
れ
ま
で
よ
り
増

え
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
も

多
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
専
門
調
理
員
が
配
置
さ
れ
、
よ
り

き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
衛
生
面

に
つ
い
て
も
、
委
託
業
者
独
自
の
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
作
業

工
程
に
改
善
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
心
安
全
な
給
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
メ
ニ
ュ
ー
改
善
に
む
け
て

　

子
ど
も
た
ち
の
好
み
や
実
態
に

合
っ
た
献
立
の
作
成
に
取
り
組
み
ま

す
。
地
元
食
材
を
で
き
る
だ
け
取
り

入
れ
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
季
節
感

も
味
わ
え
る
よ
う
な
献
立
を
作
成
し

て
い
く
予
定
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

民
間
委
託
後
の
給
食
に
つ
い
て
、

年
度
内
に
各
学
校
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

　

給
食
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
反

応
や
給
食
時
の
様
子
、
栄
養
面
と
メ

ニ
ュ
ー
構
成
な
ど
、
結
果
を
踏
ま
え

て
今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て

　

給
食
に
要
す
る
経
費
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
り
、
人
件
費
や
設
備
費
な

ど
は
町
の
負
担
、
食
材
費
は
保
護
者

負
担
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

納
入
さ
れ
た
給
食
費
は
全
額
が
食

材
費
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
給
食
費

の
未
納
が
生
じ
る
と
学
校
給
食
の
健

全
な
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
給
食

費
の
納
入
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

学
校
給
食
費
を
必
ず
納
付
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り
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 TOWN　TOPICS　                                                 
    　 まちの話題  　12 ～ 1 月

　日出町 facebook　　　　　　
　パソコンでも身近な情報が満載
  https://www.facebook.com/hijimachi　　　　
　　　　　

　

１
月
６
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
）
宇
宙
教
育
リ
ー

ダ
ー
の
資
格
を
も
つ
安
東
三
郎
さ
ん
が

開
い
た
「
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
教
室
」
で
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
小
学
校

４
～
６
年
の
児
童
23
名
は
、
約
１
５
０

ｍ
上
空
ま
で
飛
び
立
つ
ロ
ケ
ッ
ト
の
迫

力
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
原
小
４
年
の
香
月
未
緒
さ
ん
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
見
失
い
そ
う

だ
っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

安
東
さ
ん
は
、
日
出
町
を
拠
点
に
、

も
の
作
り
と
科
学
の
楽
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
す
る
、

「
日
本
宇
宙
少
年
団
大
分
テ
ク
ノ
分
団
」

の
設
立
に
む
け
、
現
在
準
備
中
で
す
。

冬
休
み
子
ど
も
教
室

新
春
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

福田さんご家族と町長との記念撮影

慶
賀
訪
問　

福
田
タ
カ
さ
ん

　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う

　

１
月
４
日
、
川
崎
則
次
の
福
田
タ
カ

さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
町
長
が
福
田
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
「
お
元
気
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
町

長
の
言
葉
に
、
福
田
さ
ん
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、
笑
顔
で

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

農
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
福
田
さ
ん

は
、
90
歳
頃
ま
で
、
野
菜
や
花
づ
く
り

に
精
を
出
し
、
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を

知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
喜
ば
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

誕
生
日
に
は
、
同
居
す
る
息
子
の

恵
次
さ
ん
夫
婦
の
ほ
か
、
近
所
に
住
む

娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
も
お
祝
い
に
集
ま

り
、
賑
や
か
に
過
ご
し
た
と
い
い
ま
す
。

全長 36㎝のロケット打ち上げ風景

打ち上げ後、回収したロケットを持って集合

「
祝い

お

う
ち
あ
ぐ
る
で
～
」

　

大
神
原
山
地
区
か
せ
ど
り

　

１
月
12
日
、
大
神
原
山
地
区
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
伝
統
行

事
「
か
せ
ど
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
國
葊
孝
一
さ
ん
の
お
宅
で

孫
の
吉
弘
結ゆ

あ愛
ち
ゃ
ん
（
１
歳
11 

ヶ
月
）

に
大お
お
あ
し
な
か

足
半
と
呼
ば
れ
る
大
わ
ら
じ
と
俵
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

狸
の
化
粧
を
し
た
小
学
生
が
「
祝
う
ち

あ
ぐ
る
で
～
」
と
俵
を
投
げ
込
み
、
続
い

て
、
す
げ
笠
や
お
面
で
誰
か
分
か
ら
な
い

よ
う
に
顔
を
隠
し
た
贈
り
手
が
、
大
足
半

を
投
げ
込
み
ま
す
。

　

投
げ
込
ま
れ
た
大
足
半
に
は
、「
巨
大

な
草
履
が
、
足
の
半
分
に
し
か
な
ら
な
い

ほ
ど
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
男
の
光
輝
く
ん
の
時
も
祝
っ
て
も

ら
っ
た
父
親
の
幸
司
さ
ん
は
、「
長
男
も
、

長
女
も
地
域
の
方
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
２
人
に
は
元
気
で
健
や

か
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

顔を隠した贈り手とのやりとりが
ユーモラス

6



表彰される副組合長の佐藤さん

寒さも気合で吹き飛ばす

除幕式に出席した防犯関係者

　

12
月
９
日
、
第
39
回
大
分
県
「
麦
作

共
励
会
」「
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
」
が

大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
、
大
神
の
農
事
組

合
法
人
「
軒
の
井
生
産
組
合
（
北
野
正
一

組
合
長
）」
が
、
両
共
励
会
「
集
団
の
部
」

で
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

麦
作
共
励
会
で
は
、
一
反
当
た
り
の
収

穫
量
が
県
平
均
を
上
回
る
成
績
で
、
排
水

対
策
な
ど
の
基
本
技
術
を
励
行
し
、
高
品

質
生
産
に
力
を
入
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
で
も
、

大
豆
の
生
産
・
加
工
品
の
製
造
等
に
お
い

て
、
モ
デ
ル
法
人
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
は
構
成
員
26
名
で
、
地
元
集
落

の
農
地
保
全
を
目
的
に
、
小
麦
や
大
豆
、

米
、
飼
料
米
を
延
べ
約
33
へ
ク
タ
ー
ル
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

加
工
し
た
小
麦
粉
や
味
噌
、
き
な
粉
な

ど
は
、
町
内
の
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
品
質
作
物
の
生
産
に
力
を
入
れ
て

「
軒
の
井
生
産
組
合
」ダ
ブ
ル
表
彰

Ｊ
Ｒ
日
出
駅
南
側
に
２
台
の
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
、
１
月
８
日
、
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
駅
駐
輪

場
の
自
転
車
盗
難
被
害
を
抑
止
す
る
た

め
、
日
出
町
防
犯
協
会
連
合
会
（
会

長
・
工
藤
義
見
町
長
）
が
設
置
し
た
も

の
で
、
町
内
の
駅
で
は
初
の
試
み
と
な

り
ま
す
。

　

式
に
は
、
関
係
者
約
20
名
が
出
席
。

工
藤
会
長
が
、「
警
察
・
地
元
と
連
携

し
、
事
故
・
犯
罪
の
起
こ
ら
な
い
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
自
主
防
犯
隊
「
あ
け

ぼ
の
隊
」「
辻
の
尾
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

が
見
回
り
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
を
宣

言
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
日
出
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

日
出
町
防
犯
協
会
連
合
会

12
月
15
日
、
実
践
空
手
道
楢な
ら
さ
こ迫
道
場

（
楢
迫
義
治
師
範
）
の
生
徒
約
40
名
が
、

１
年
間
の
邪
気
を
振
り
払
お
う
と
、
寒

稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

楢
迫
師
範
の
自
宅
で
餅
つ
き
を
し
た

後
、
生
徒
ら
は
近
く
の
海
岸
へ
向
か

い
、
基
本
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

身
震
い
す
る
ほ
ど
の
寒
空
の
下
で
も

生
徒
た
ち
の
気
合
は
十
分
。
最
後
は
大

き
な
掛
け
声
と
と
も
に
千
本
突
き
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

海
の
中
で
行
わ
れ
た
稽
古
で
は
、
鶴

田
晄こ
う
よ
う陽
く
ん
（
川
崎
小
１
年
）
が
「
寒

か
っ
た
け
ど
気
合
が
入
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

稽
古
が
終
わ
り
、
生
徒
た
ち
は
ア
ツ

ア
ツ
の
豚
汁
を
頬
張
り
な
が
ら
、
冷
え

た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

１
年
を
締
め
く
く
れ
‼

楢
迫
道
場
、年
末
の
寒
稽
古

　Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじめ、
ここでしか手に入らない品物がたくさん。
　みなさん、ぜひお越しください。
　出店者の募集も随時行っています。
　■日　時　2 月 9 日（日）　8 時～ 12 時
　■場　所　町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会
　　　　　　☎ 72-2232

～Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催～ ２
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
丸
太
の
早
切
り
大
会
」

12
㎝
の
丸
太
を
早
く
切
っ
た
人
が
勝
ち

　

２
回
開
催
①
９
時
～
②
10
時
30
分
～

　

小
さ
な
お
子
様
か
ら
参
加
可

　

上
位
入
賞
者
に
は
豪
華
景
品
を
用
意

2 月のイベント企画者
（左から）大塚さん・松田さん
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日出町長　工藤　義見
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日出町長　工藤　義見

深
見
邸
が
町
に
寄
贈
さ
れ
、
新
た

な
交
流
拠
点
が
誕
生

　

日
出
町
の
二
の
丸
に
、
以
前
、
医

院
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
商
工
会
館
の

裏
（
北
側
）、
二
の
丸
館
と
は
塀
を
隔

て
て
西
側
に
あ
り
、
今
で
も
広
い
敷

地
に
立
派
な
建
物
が
立
っ
て
お
り
、

現
在
は
空
き
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
、
横
浜
市
の
深
見
耳
鼻
咽

喉
科
医
・
深
見
雅
也
氏
か
ら
、
こ
の

由
緒
あ
る
土
地
（
８
４
０
．８
２
㎡
）・

建
物（
２
２
９
．９
０
㎡
）を
日
出
町
に

寄
贈
を
と
の
申
出
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
ご
厚
情
を
受
け
て
具
体
的

に
お
話
合
い
を
行
う
な
か
で
、
移
転

登
記
を
終
え
、
昨
年
暮
れ
、
日
出
町

の
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
地
・
建
物
は
、
深
見
家
の
深
見

惟こ
れ
も
と基
氏
か
ら
、
深
見
淳
一
氏
、
深
見

雅
也
氏
へ
と
相
続
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
が
、
貴
重
な
、
し
か
も
高

額
な
資
産
を
町
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

⑴
先
代
の
方
々
も
町
に
大
き
く
貢
献

　

故
深
見
惟
基
先
生
は
、
現
在
地
で

医
院
を
開
業
し
、
俳
句
を
た
し
な
み
、

「
若じ

ゃ
く
す
い水
」の
俳
号
を
も
つ
著
名
な
方
で
、

俳
人
高
浜
虚
子
先
生
と
の
交
流
も
深

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
浜
虚
子
先
生
は
大
正
９
年
７
月

15
日
に
招
か
れ
て
来
町
し
、
そ
の
際

に
「
海
中
に
真
清
水
わ
き
て
魚
育
つ
」

な
ど
５
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
深
見

先
生
は
こ
の
句
碑
を
城
下
公
園
内
に

建
立
す
べ
く
奔
走
、
尽
力
さ
れ
、
昭

和
27
年
３
月
に
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

裏
面
に
は
発
起
人
代
表
と
し
て
深
見

若
水
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
俳
句
同
好
者
の
会
の
名
称

も
「
真
清
水
句
会
」
と
改
め
、
俳
句

の
普
及
、
振
興
に
多
大
の
尽
力
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
子
供
の
故
深
見
淳
一
氏
は
、

現
萬
里
図
書
館
に
日
本
の
古
典
文
学
、

中
国
の
古
典
文
学
、
日
本
の
歴
史
の

各
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
１
６
６
０
冊

余
の
貴
重
な
所
蔵
書
と
書
架
を
寄
贈

さ
れ
て
お
り
、
今
も
図
書
館
の
一
室

は
深
見
文
庫
と
呼
称
さ
れ
書
籍
で
一

杯
で
す
。

⑵
深
見
雅
也
、
同
眞
理
子
氏
の
寄
贈

　

一
昨
年
か
ら
、
町
に
功
績
を
残
さ

れ
た
家
系
、
由
緒
あ
る
建
造
物
を
二

の
丸
館
と
一
体
的
に
利
用
で
き
な
い

か
と
考
え
、
建
物
内
の
見
学
、
資
産

の
借
用
を
申
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
種
々
の
課
題
も
有
り
、

一
旦
は
借
用
を
断
念
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
世
話
い
た
だ
く
方
や

書
簡
を
交
わ
す
な
か
で
、
寄
贈
と
い

う
朗
報
に
接
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
７
月
に
上
京
の

機
会
が
あ
り
、
横
浜
市
青
葉
区
の
深

見
医
院
を
お
訪
ね
し
、
本
人
に
お
目

に
か
か
り
了
解
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

別
府
市
在
住
の
妹
さ
ん
の
ご
理
解
も

い
た
だ
い
て
移
転
手
続
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
二
の
丸
館
隣
り
に
文
化
・
交
流
の
場

　

城
址
周
辺
に
は
、
二
の
丸
館
、
裏

門
櫓
、
裏
門
、
鬼
門
櫓
が
完
成
し
て

お
り
、
致
道
館
の
復
元
も
進
ん
で
い

ま
す
。

　

深
見
邸
は
二
の
丸
館
に
隣
接
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
境
の
塀
に
新
た
に

木
戸
口
を
設
け
て
通
行
を
容
易
に
し
、

既
存
の
庭
園
を
整
備
、
建
物
は
資
料

展
示
や
多
く
の
方
た
ち
の
交
流
・
触

れ
合
い
の
場
と
し
て
広
く
開
放
す
る

計
画
で
す
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、

触
れ
合
い
の
広
場
の
誕
生
で
、
親
睦
、

交
流
の
輪
は
一
段
と
広
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

施
設
の
名
称
は
、
深
見
記
念
館
（
仮

称
）
な
ど
と
し
、
屋
内
は
町
の
歴
史
、

文
化
に
関
係
す
る
展
示
、
顕
彰
を
し
、

一
方
、
周
辺
住
民
、
学
生
団
体
な
ど

が
集
い
、
交
流
す
る
憩
い
の
場
所
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

高
校
跡
地
境
界
擁
壁
工
事
に
着
手

　

高
校
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
擁
壁
部

分
の
工
事
入
札
を
、
昨
年
末
、
指
名

競
争
入
札
に
か
け
、
こ
れ
を
九
鉄
工

業
㈱
大
分
支
店
が
受
注
、
契
約
締
結

や
町
議
会
の
承
認
を
得
て
、
こ
の
１

月
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

工
事
で
Ｊ
Ｒ
線
路
と
町
有
地
と
の

境
界
に
長
さ
１
５
９
．４
ｍ
、
高
さ
２

ｍ
～
４
ｍ
の
擁
壁
を
設
置
し
ま
す
。

　

擁
壁
が
出
来
れ
ば
、
さ
ら
に
全
体

を
更
地
化
す
る
た
め
に
土
砂
を
搬
入
、

埋
め
立
て
し
て
、
企
業
立
地
が
可
能

と
な
る
土
地
基
盤
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
工
事
で
今
年
前
半
頃
ま
で
に

約
１
万
１
千
㎡
の
土
地
造
成
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
要

す
る
予
算
は
す
で
に
25
年
度
予
算
に

計
上
済
み
で
あ
り
、
現
状
で
は
予
定

通
り
完
成
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
い
て
完
成
し
た
土
地
に
商

業
施
設
な
ど
の
建
設
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
暘
谷
駅
周
辺
の

駅
前
広
場
、
自
由
通
路
な
ど
の
関
係

経
費
は
新
年
度
予
算
に
計
上
を
予
定

し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
お
得
な
早
割

制
度
や
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

＊ 

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
度
分
の

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
「
２
年

前
納
」
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。「
２

年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

毎
月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
、
２
年

間
で
１
４
，０
０
０
円
程
度
の
割
引

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
１
年
度
分
及

び
６
カ
月
分
（
４
月
～
９
月
分
）
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73
‐
３
１
２
２

　交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

　

平
成
26
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
よ
り
始
め
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
途
中
加
入
は
で
き
ま
す

が
、
掛
け
金
は
加
入
時
期
の
長
短
に
か

か
わ
ら
ず
一
律
３
６
０
円
で
す
。

　

共
済
期
間
を
最
大
限
利
用
す
る
た
め

に
も
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
申
込
可
能
期
間

　

  

２
月
３
日
（
月
）
～
平
成
27
年
３
月
30

日
（
月
）

■
共
済
期
間

① 

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

申
し
込
み
の
場
合

　

   

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）
～
平
成

27
年
３
月
31
日
（
火
）

② 

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）
以
降
に

申
し
込
み
の
場
合

 　

  

加
入
日
翌
日
～
平
成
27
年
３
月
31

日
（
火
）

■
共
済
掛
金

　

１
人
３
６
０
円（
１
人
１
口
に
限
る
）

■
申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課

　

☎
73
‐
３
１
２
８　

役
場
旧
館
２
階

　

�

経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者
に

就
学
援
助
を
し
ま
す

　

小
・
中
学
校
へ
通
う
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学

困
難
な
場
合
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
等
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

■
支
給
基
準

　

 

原
則
、
平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
の

所
得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯

■
支
給
方
法

　

 

７
月
・
12
月
・
３
月
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
込

　

 

２
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
書
を

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
各
学
校
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

教
育
総
務
課

　

☎
73
‐
３
１
５
７

　

児
童
手
当
の
振
り
込
み
に
つ
い
て

　

２
月
定
期
払
い
の
児
童
手
当
の
振
込

日
は
、
２
月
13
日
（
木
）
で
す
。

　

今
回
は
平
成
25
年
10
月
～
平
成
26
年

１
月
分
の
手
当
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課

　

☎
73
‐
３
１
２
１

　

ひ
じ
雛
め
ぐ
り

　

二
の
丸
館
や
裏
門
櫓
を
中
心
に
、
町

内
各
所
で
「
ひ
な
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
新
た
に
大
神
海
岸
線

周
辺
で
も
、
個
性
的
で
か
わ
い
い
お
雛

様
を
展
示
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

　

２
月
９
日
（
日
）
～
３
月
９
日
（
日
）

■
催
し
も
の

・  

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
短
歌
を
つ
く
ろ
う

・     

講
座
『
成
清
家
の
雛
た
ち
～
雛
飾
り

の
一
部
特
別
公
開
～
』

　

２
月
22
日
（
土
）
14
時
～

　

日
出
町
的
山
荘

　

要
事
前
申
込
・
定
員
30
名
程
度

■
申
込
・
問
合
先

　

日
出
町
観
光
協
会

　

☎
72
‐
４
２
５
５

　

商
工
観
光
課

　

☎
73
‐
３
１
５
８

標識の付いたカレイが獲れたらお知らせください
　昨年の12月24日、標識番号を付けたカレイ141尾を城下海岸に放流しました。

　これは、放流したカレイがどの範囲まで泳いでいくのか、自然の海でどの程度

成長するかなど、カレイの生態について調査するものです。

　標識には、「Ｈ
ひ じ

ＩＪＩ］の文字と番号が記されています。標識の付いたカレイ

が獲れたら、日出町農林水産課までご報告ください。

　【知らせていただきたいこと】

　　1. 標識の番号 2. 獲れた年月日 3. 獲れた場所 4. 全長と体重

　■報告・問合先　農林水産課耕地林業水産係　☎ 73-3127
放流時のカレイの大きさ（平均）

全長約 12㎝・体重 35g
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４月から新規で児童クラブへの入所を希望される方は、各児童クラブで申し込みを行ってください。
　○受付期間　２月 12 日（水）～２月 28 日（金）
　○対象者　　保護者が仕事などで日中不在になる家庭の児童（小学校 1 年から）
　○利用時間　放課後から 18 時まで（延長は 19 時まで）
　　　　　　　＊土曜日、春・夏・冬休みは８時～ 18 時（延長有）
　○閉所日　　日曜日、祝日、年末年始
　　　　　　　＊その他、クラブの都合により異なる場合があります。
　○利用料金　月額 5,000 円　＊延長保育料（1 回 150 円）が別途かかります。

クラブ名 住所 電話番号 募集人数

さざんか児童クラブ
大神 7092 番地５

（さざんか児童館）
72-8383 10 名程度

かわさき児童クラブ
川崎 5066 番地１
（川崎保育園）

72-6747
10 名程度

※新１年生のみ

ひまわり児童クラブ
日出町 2125 番地２
（日出保育園）

72-7629
10 名程度

※新１年生優先

ふじわら放課後児童クラブ
藤原 5266 番地１
（藤原小学校）

72-3557 10 名程度

とよおか児童クラブ
豊岡 3354 番地 1
（豊岡小学校）

72-3950
10 名程度

※低学年優先

児童クラブ新規申込開始について
平成 26 年度

■問合先　福祉対策課
子育て支援係　☎ 73-3121

平成 26年度の町非常勤職員・臨時職員を募集します
【介護支援専門員・介護保険認定調査員】
①介護予防支援計画書を作成する「介護支援専門員」と
②「介護保険認定調査員」を募集します。
　募集人員　若干名（非常勤職員）
　雇用期間　4 月１日～平成 27 年 3 月 31 日（更新有）
　勤務時間　① 8 時 30 分～ 16 時 30 分（月 17 日勤務）
　　　　　　② 9 時～ 17 時（月 17 日勤務）
　賃　金　　日給　８，９００円　
　要　件　　・  介護支援専門員資格取得者（②は看護師等

資格取得者も可）
　　　　　　・普通自動車免許有・パソコン操作可

【清掃員】　
　町内に 28 箇所ある、町が管理する公衆トイレの清掃業
務に関わる職員を募集します。
　募集人員　1 名（臨時職員）
　雇用期間　4 月１日～ 9 月 30 日（更新により最長 1 年）
　勤務時間　8 時 30 分～ 17 時（原則：月～金曜日）
　賃　金　　日給　6,200 円　
　要　件　　・普通自動車免許有

■応募期間　2月 3日（月）～ 2月 28 日（金）
　　　　　　※土・日、祝日を除く。
　　　　　　�履歴書を総務課に提出ください。
　　　　　　後日、面接を行います。
■問合先　総務課人事係　☎ 73-3150

【保健福祉センター管理人】
　保健福祉センターの当直業務に関わる職員を募集します。
　募集人員　1 名（非常勤職員）
　雇用期間　4 月１日～平成 27 年 3 月 31 日（更新有）
　勤務時間　17 時～ 22 時（月１6 日以内勤務）
　賃　金　　日給　3,600 円　
　要　件　　・パソコン操作可

【保健師・助産師】　
　乳児訪問や乳幼児健診に従事していただく保健師・助産
師を募集します。
　募集人員　1 名（非常勤職員）
　雇用期間　4 月１日～平成 27 年 3 月 31 日（更新有）
　勤務時間　9 時～ 17 時（月１７日勤務）
　賃　金　　日給　８，９００円　
　要　件　　・保健師資格あるいは助産師資格取得者
　　　　　　・普通自動車免許有・パソコン操作可

※賃金は平成 25 年度実績
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　任期満了に伴う日出町議会議員一般選挙が、３月 30 日（日）に行われることに伴い、３月 26 日（水）

から３月 29 日（土）までの間、期日前投票が行われます。

　そこで、期日前投票所の投票立会人をしていただける方を募集します。新成人の方など、若い方も立会

人として、実際に投票を見てもらい、選挙について関心を持っていただければと考えています。

　下記の要領で募集しますので、ご希望の方は申し込みをお願いします。

◇　仕事内容　　 投票事務の執行が公正に行われるよう、投票所で立ち会いをしていただきます。

◇　期　　間　　３月 26 日（水）～３月 29 日（土）

◇　募集人数　　１日あたり３人（のべ 12 人）

◇　時　　間　　８時 30 分～ 20 時

◇　報　　酬　　日額 9,500 円

◇　場　　所　　役場新館１階　町民ホール

◇　応募資格　　日出町議会議員一般選挙の選挙権を有する方

◇　応募方法　　 日出町選挙管理委員会（新館２階総務課内）に備え付け、又はホームページにある申込

用紙に必要事項を記入し、２月 21 日（金）までに提出してください。

◇　採否結果　　 応募者の中から選挙管理委員会事務局で選考し、採否結果についてご連絡します。

■申込・問合先　日出町選挙管理委員会（総務課内）�☎ 73 － 3150

期日前投票所の投票立会人を募集します
～新�成�人�、�若�い�方�の�積�極�的�な�応�募�を�お�待�ち�し�て�い�ま�す�～���

平成 26 年度
広報ひじ・町ホームページ・公用車広告募集
■広告掲載期間　 ４月１日（火）～平成 27 年３月

31 日（火）
■申込期限　　　２月 28 日（金）
　　　　　　　＊予定数に達しない場合は随時。
■広告の規格

【広報ひじ】
○掲載場所　「暮らしの掲示板」最下段ほか
○掲載期間　１ヶ月～ 12 ヶ月
○掲載料金　１枠（8.4cm ×６cm）１万円／月
＊２枠分を１枠として掲載することも可能。

【町ホームページ】
○広告の種類　バナー広告
○掲載場所　　トップページ
○枠数　　　　20 枠
○掲載期間　　１ヶ月～ 12 ヶ月
○掲載料金      １枠（縦 55pix ×横 140pix）５千 円 / 月

【公用車】
○掲載場所　 車両の左右両面
○掲載期間　１ヶ月～ 12 ヶ月
○掲載料金　
　４千円／月
　　縦 20cm ×横 40cm・縦 20cm ×横 50cm
　　縦 25cm ×横 40cm・縦 25cm ×横 50cm 
　６千円／月
　　縦 40cm ×横 70cm・縦 50cm ×横 70cm
＊広告素材は、広告主が作成してください。
＊掲載広告として適当でないと判断された場合に
は、掲載できかねますのでご了承ください。詳し
いサイズや形式は直接お問い合わせください。

　　■申込・問合先　政策推進課
　　　☎ 73 － 3116

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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健　康
子育て

「生きる力と自分力を育むための講演会」

あなたは自分らしく生きていますか？

すべての人の命には意味があります。

そして、一人ひとりが何かの役割をもって生まれてきました。

今がどうあれ、過去がどうあれ、自分が望む人生を生きるための

「生きる力」と「自分力」のお話です。

ご自分の命の声に耳を傾けてみませんか？

～自殺対策強化月間事業～

■日　時　３月８�日（土）　13 時 30 分�～�15 時�
■場　所　日出町中央公民館　ホール
■講　師　心理カウンセラー　藤咲里花氏
　　　　　＊講師紹介＊
　　　　　　1968 年東京都に生まれる。

　　　　　　子供の頃から病弱で、様々な疾患にかかり入退院を繰り返す。

　　　　�　��　高校を卒業後、病院事務職やビューティーアナリストとして活躍するも、次々

と病気を患い長期入退院を繰り返すようになり、寝たきりの生活、生活保護の

人生が続いた。

　　　　　　入退院 27 回、手術 24 回。携わった医師�約 190 名。

　　　　�　��　現在も難病をはじめ複数の疾患を患い、入退院を繰り返す一生となることを

医師より告げられたが、「このまま一生を終えたくない！」と決意し、生活保

護を辞退して自分の望む人生を歩みはじめる。

■問合先　福祉対策課障害福祉係　☎ 73-3126

　去る 12 月 20 日・25 日、町職員を対象に認知症サポーター養成講座を行い、新

たに 174 名の認知症サポーターが誕生しました。

　認知症サポーターとは、認知症のことを正しく理解して、認知症の方や家族を

応援する人のことをいいます。

　決して特別なことをする人ではありませんが、こういったサポーターが増える

ということは、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることのできるまちづく

りの第一歩となります。

　これからも、日出町で

は認知症サポーターを養

成し、住んでよかったと

思えるまちをめざしてい

きます。

■問合先

　健康増進課長寿健康係

　☎ 73-3130

認知症サポーター養成講座

大分県認知症介護指導者山本さんの講座

２月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間９時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

２月の休日当番医
２日　鈴木病院	 73-2131
９日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266		
11日　河野医院	 72-2302
16日　真那井診療所	 72-5270
23日　酒井医院	 72-2624	

３月の休日当番医
２日　日出児玉病院	 72-2724
９日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266		
16日　鈴木病院	 73-2131
21日　矢野小児科医院	 72-1011
23日　大石内科医院	 72-2121
30日　岡田内科ｸﾘﾆｯｸ	 28-0101

2 月の「こころの相談会」

日程の変更について

　困り事、悩み事は１人で抱え込

まず、話してみませんか？

　「こころの相談会」は毎月第２

金曜日に開催していますが、２月

は下記の日に変更させていただき

ます。

　　2月 12 日（水）・25日（火）

　両日ともに 9時～ 16 時（要予約）

希望される方は 2日前までにご連

絡ください。

■予約・問合先　福祉対策課

　障害福祉係　☎ 73 － 3126
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「こころの健康づくり学習会」
　今回の「こころの健康づくり学習会」では「子どものこころ」に目を向けた

内容になっています。

　子どもさんが抱えるこころの問題、子どもさんとの関わり方など…日頃の生

活の中でのいろいろな疑問や解決方法、小さい頃からの「こころ」と「体」の

健康づくりについて気軽に話しを聞いてみませんか？多くの方のご参加をお待

ちしております。

■日　時　2月 24 日（月）13 時 30 分～ 15 時

■場　所　日出町保健福祉センター　多目的ホール

■内　容　「子どもとの上手なコミュニケーションの取り方」

　　　　　講師　臨床心理士・矢頭道三先生（元　中央児童相談所所長）

■問合先　福祉対策課障害福祉係　☎ 73-3126

『元気でも年に一度はがん検診』
　日本人の死亡原因の第一位は「がん」で、年間約 30 万人（３人に１人）が

がんで亡くなっています。また、日本人の 2人に 1人は一生のうちに何らかの

「がん」になると言われています。

　がんは早期のうちでは自覚症状が出にくいこともあり、発見が遅れて命を落

とすことが多い病気のひとつです。しかし、がんがまだごく小さいうちに発見

できれば、早期に治療が受けられるため、治癒率はぐんと良くなります。

　早期にがんを発見するためには、“ 元気でも年に１度はがん検診 ” を受ける

ことが必要になります。

　日出町では、40 歳以上（※子宮がんは 20 歳以上）で、職場などでがん検診

を受ける機会がない方に対して、毎年4月から下記のがん検診を実施しています。

�

　平成 26 年度のがん検診に関する日程や会場など、詳細と申し込み方法につ

いては、1月下旬に回覧にて各戸配布いたしますので、ご確認のうえお申し込

みください。

　

　■問合先　健康増進課長寿健康係　☎ 73-3130

日出町で受けることが出来るがん検診

◆結核・肺がん検診（胸部レントゲン）

◆�大腸がん検診（免疫便潜血検査 2日法　※自宅で便を 2日分

採取する方法）

◆胃がん検診（胃透視）

◆子宮がん検診（視診・内診・子宮頸部細胞診）

◆乳がん検診（マンモグラフィー、視診、触診�）

※�オプションとして前立腺がん検診や乳がんのエコー検査など

もあります。

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　4日（火）･18日（火）･25日（火）
　10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　		14日（金）・28日（金）10時45分～
11時45分
●	コロコロちびっこゴルフ（0歳～就
学前）10日（月）11時～
●	バレンタインプレゼントづくり（0
歳～就学前）
　13日（木）10時～（中央公民館）
●誕生会（0歳～就学前）
　17日（月）11時～
●	いっしょにあそぼ（2歳～3歳）
　19日（水）11時～
●	お菓子の家をつくろう（0歳～就学
前）21日（金）11時～
●	おひなさまづくり（0歳～就学前）
　24日（月）11時～

日出町児童館	 ☎85‐8820

●	親子リトミック教室（乳幼児・要
申込・要ボール）4日（火）11時～
12時
●	たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　21日（金）11時15分～11時45分
●	WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼
児）26日（水）10時30分～12時

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ（小学生）
　1日（土）10時30分～
●絵本の読み聞かせ（乳幼児親子）　
　3日（月）10時30分～
●		エアロビクス（お母さん向け＊乳幼
児から一緒に参加可能・要申込・600
円）3日（月）・10日（月）13時30分～
●		赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200
円）7日（金）10時30分～
●楽器を作ろう！
　11日（火）10時～／13時～
●スマイル子育て相談会（中央公民館）
　25日（火）10時30分～
●	みんなで誕生日パーティ！（乳幼児
親子・要申込・200円）	28日（金）
10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児　12・19日（水）
　　		2歳児　		6・20日（木）
　3～5歳児　		4・18日（火）
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定 期 相 談

２月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

『向かい風で飛べ！』
乾ルカ：著　中央公論新社：刊
　完全アウェーの転校生、さつ
き。スキージャンプの天才美少女、
理子との出会いが、孤独で憂鬱な
日々を塗り変えていく…。わくわ
く、ハラハラ、うるうる。全部が
詰まった青春小説。

『玄人ですもの』
室井滋のオシゴト探検
室井滋：著　中央公論新社：刊
　いざ、プロフェッショナルの
職場へ。列車のデザイナー、築
地で知られたマグロ仲買人、ヴァ
イオリンを１秒で買う目利き、凄
腕の麻薬 G メン…。大人のため
の社会科見学ドキュメント。『婦
人公論』連載の対談を単行本化。

●行政相談
  場　所　役場新館3階333会議室
  日　時　2月4日（火）10時～15時
  問合先　総務課　☎73 ‐ 3150

●心配ごと相談
　場　所　役場新館3階333会議室
   �日����時　2月12日（水）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73 - 3121

●心配ごと・行政合同相談
　場　所　川崎地区公民館
　日　時　2月18日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73 ‐ 3150

●なんでも相談
　場　所　役場新館1階
   問合先　なんでも相談室　☎73 ‐ 3118

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎72 ‐ 2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72 ‐ 1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎73 ‐ 3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73 ‐ 3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎0120 ‐ 462 ‐ 110

        （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

☎0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祭日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　30分につき5,000円
　　　　　  ※収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会

☎097 ‐ 536 ‐ 1458

　  9 日（日）～ 13 日（木）：蔵書点検のため休館
　14 日（金）～ 24 日（月）：移動書架修理のため休館
　※返本については、玄関前のブックポストをご利用ください。
　※臨時開館日　3 日（月）

■ブーフーウーによる読み聞かせ
　○日時　2 月 8 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　0 歳～ 3 歳向け
■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ
　○日時　2 月 28 日（金）　 11 時～ 11 時 30 分
　　　　　0 歳～ 5 歳くらいまで

『マルセイユの海鞘』
奥本大三郎：著  中央公論新社：刊
　自宅を昆虫館に建て替えて、
高層マンションに移り住んだ
「ファーブル昆虫記」の先生が、
文明と自然、虫の世界から B 級
グルメまで、自在に綴った随想
集。『うえの』『アステイオン』
ほか掲載をもとに単行本化。

『ポースケ』
津村記久子：著  中央公論新社：刊
　「人生には一喜一憂しかない。
一つ一つ通過して、傷付いて、片
付けていくしかないのだ」 奈良
のカフェ「ハタナカ」で緩やかに
交差する、様々な女の人たちの日
常と小さな出来事を描く。「ポト
スライムの舟」から5年後の物語。
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募�

集

（国道10号線堀交差点から徒歩１分） （豊岡小学校前から徒歩１分）

アロマオイルリフレクソロジー

特別養護老人ホーム

暘谷苑
暘谷苑・堀 暘谷苑・豊岡

自
衛
官
採
用
試
験

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

▼ 

第
１
次
試
験　

５
月
10
日

（
土
）・
11
日
（
日
）

＊ 

11
日
（
日
）
は
飛
行
要
員
希

望
者
の
み
。

▼
受
験
資
格

○
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
。

○ 

22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見

込
含
）

【
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

▼ 

第
１
次
試
験　

５
月
10
日

（
土
）・
11
日
（
日
）

▼
受
験
資
格

○ 

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
で

歯
科
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

○ 

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方
で

薬
剤
科
専
門
の
大
卒
（
見
込

含
）

▼ 

受
付
期
間　

２
月
１
日

（
土
）
～
４
月
25
日
（
金
）

▼ 

問
合
先　

自
衛
隊
別
府
地
域

事
務
所
☎
24
‐
１
６
４
５

障
害
者
就
職
面
接
会

　

障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図

る
た
め
、
障
害
者
と
事
業
主
を

対
象
と
し
た
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

２
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～

▼
場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

し
い
た
け
駒
打
ち
有
料
体

験
（
初
心
者
向
け
）

　

一
組
に
つ
き
ク
ヌ
ギ
原
木
５

本
に
種
駒
１
０
０
個
程
度
の
打

ち
込
み
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
代

表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
全

員
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
下
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▼
場
所　

林
産
物
加
工
所

▼ 

募
集
人
員　

30
組
（
１
名
で

も
可
）

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼ 

参
加
費

　

一
組
１
，５
０
０
円

＊
原
木
５
本
ま
で
。

▼ 

受
付
期
間　

２
月
３
日

（
月
）
～
20
日
（
木
）

▼  

申
込
・
問
合
先　

別
杵
速
見

森
林
組
合
☎
75
‐
０
２
８
６

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

～
野
外
活
動
等
の
体
験
を
通
し

て
豊
か
な
心
を
育
て
る
～

▼ 

日
時　

２
月
23
日
（
日
）
13

時
～
16
時

▼ 

場
所　

別
府
市
上
田
の
湯
公

民
館

▼ 

対
象　

５
歳
児
～
小
学
４
年

生
位
ま
で
の
女
の
子

▼ 

内
容　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

通
じ
て
の
交
流
会
・
入
団
説

明
会

▼
申
込
・
問
合
先　

嶋

☎
67
‐
５
０
７
９

県
司
法
書
士
青
年
の
会

　に
よ
る
法
律
相
談

▼ 

日
時　

３
月
10
日
（
月
）
13

時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

町
役
場
＊
要
予
約
。

▼ 
内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
司
法
書

士
青
年
の
会
事
務
局
（
安
藤

事
務
所
）
☎
23
‐
２
０
２
９

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害

や
不
当
な
要
求
等
の
困
り
事
に

つ
い
て
、
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談

委
員
が
、
面
接
又
は
電
話
に
よ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳

守
。
相
談
無
料
。

▼
日
時　

２
月
20
日
（
木
）

　

10
時
～
16
時

▼
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼ 

相
談
・
問
合
先　

暴
力
追
放

大
分
県
民
会
議

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

「
相
続
登
記
は

　お
済
み
で
す
か
月
間
」

▼ 

期
間　

２
月
１
日
（
土
）
～

28
日
（
金
）

＊ 

但
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
お
休
み
。

▼ 

相
談
窓
口　

各
司
法
書
士
事

務
所

▼ 

相
談
内
容　

遺
産
分
割
、
遺

言
、
相
続
分
等
相
続
に
ま
つ

わ
る
問
題
と
登
記
手
続

＊ 

期
間
中
の
相
談
は
無
料
で

す
。

▼
問
合
先　

県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
日
時　

４
月
24
日
（
木
）

▼
場
所　

大
分
県
教
育
会
館

▼ 
受
付
期
間　

３
月
20
日

（
木
）
～
３
月
31
日
（
月
）

▼
定
員　

50
名

相�

談

講�

座
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＊ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

【
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▼  

日
時　

４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～

12
時
（
延
40
回
程
度
）

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

＊ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼ 

応
募
期
限　

２
月
15
日

（
土
）
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

笑
い
ヨ
ガ

　

笑
い
ヨ
ガ
は
腹
圧
の
か
か
る

有
酸
素
運
動
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
心
配
の

方
は
主
治
医
に
相
談
の
上
、
お

越
し
下
さ
い
。
参
加
無
料
。
申

込
不
要
。

▼
日
時　

２
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

▼
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼ 

問
合
先　

別
府
医
療
セ
ン

タ
ー　

が
ん
相
談
支
援
室

☎
67
‐
１
１
１
１

事
業
者
の
方
へ

消
費
税
法
改
正
等
の
お
知
ら
せ

【
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

▼
受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

○
各
消
防
本
部
（
局
）
○
当
協

会
窓
口
○
日
本
防
火
・
防
災
協

会
及
び
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
提
出
・
問
合
先

　

県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員

　養
成
講
習
会

　

国
が
定
め
る
「
障
害
者
生
活

訓
練
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
実
施
要
綱
」
に
基
づ

き
、
点
訳
又
は
音
訳
に
必
要
な

技
術
等
の
指
導
を
行
っ
て
、
こ

れ
ら
に
従
事
す
る
「
点
訳
奉
仕

員
」
及
び
「
音
訳
奉
仕
員
」
を

養
成
す
る
た
め
、
大
分
県
点
字

図
書
館
に
て
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
受
講
無
料
。
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
に
希
望
講
習
会

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
し
て

下
さ
い
。

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

　

講
習
会
の
後
半
に
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
点
訳
の
実
習
を
行
い

ま
す
。

▼ 

日
時　

４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
の
毎
週
金
曜
日
10
時
～

12
時
（
延
40
回
程
度
）

▼
募
集
人
員　

15
名
程
度

む
）
の
税
率
が
、
４
月
１
日
か

ら
８
％
に
な
り
ま
す
】

＊ 

４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る

取
引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措

置
に
よ
り
旧
税
率
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
を
含
む
課
税
期
間

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め

に
は
…
、
帳
簿
等
に
お
い
て
、

課
税
取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
総
額
表
示
義
務
の
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
】

　

消
費
者
向
け
の
価
格
表
示
に

つ
い
て
は
、
税
込
価
格
を
表
示

（
総
額
表
示
）
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、「
現

に
表
示
す
る
価
格
が
税
込
価
格

で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め

の
措
置
」
を
講
じ
て
い
る
場
合

に
限
り
、
税
込
価
格
を
表
示
し

な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特
例
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
先　

別
府
税
務
署

☎
23
‐
２
１
１
１

火
災
時
の
情
報
確
認
は
災
害
情

報
案
内
電
話
で
お
願
い
し
ま
す

　

杵
築
速
見
消
防
組
合
で
は
、

火
災
等
の
災
害
に
お
い
て
消
防

本
部
指
令
室
で
一
括
受
信
す
る

た
め
、
１
１
９
番
で
の
情
報
確

認
は
他
の
災
害
対
応
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

　

災
害
情
報
案
内
電
話

☎
０
９
７
８
‐
63
‐
２
０
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
程

度
の
方
が
自
ら
命
を
断
っ
て
い

ま
す
。
ご
遺
族
に
少
し
で
も
心

の
安
ら
ぎ
を
取
り
戻
し
て
い
た

だ
く
事
を
願
い
、
気
持
ち
を
わ

か
ち
合
い
共
に
過
ご
せ
る
「
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

無
料
。
事
前
申
込
制
。

▼
日
時　

３
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

▼ 

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
締
切
日　

２
月
26
日
（
水
）

▼  

申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

お
む
す
び
イ
ベ
ン
ト

　
（
同
室
託
児
付
き
）

　

０
歳
～
５
歳
位
の
お
子
さ
ん

そ
の
他
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既存建物の耐震化工事行います

　

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

照
ら
し
て
も
冬
の
灯と

う

か火
の
な
ほ
寂
し

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

初は
つ
だ
る樽

に
枡ま

す

添
え
招
く
ホ
テ
ル
か
な

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

ふ
る
里
に
ふ
る
さ
と
な
き
て
木
の
葉
舞
う

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

岸
川　

房
子

天
馬
駆か

く
床と

こ

の
掛
軸
初
日
射
す

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

お
雑
煮
を
餅
の
長
さ
で
競
う
孫

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

樽た
る
ざ
け酒

を
飲
ん
で
楽
し
い
初
句
会

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

藤
田　

和
子

つ
も
り
あ
る
話
に
帰
る
を
忘
れ
け
り

西
日
が
満
ち
て
引
い
て
ゆ
く
部
屋

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

目
代
み
や
子

台
風
の
難
な
く
過
ぎ
し
朝
の
湾

漁
船
速
度
を
早
め
出
で
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

木
付　

順
子

猛
暑
に
も
耐
え
し
サ
ル
ビ
ア
の
紅
が

ひ
と
き
わ
冴
え
て
秋
の
日
ざ
し
に

　
　
　
　
　
　
　

大
神　

藤
野　

和
子

栗
の
実
の
落
ち
し
木
の
陰
く
さ
は
ら
に

こ
お
ろ
ぎ
の
声
い
つ
し
か
聞
か
ず

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平
勝
義

お
め
で
と
う
一
膳
増
え
し
行
儀
箸

と
マ
マ
を
対
象
に
、
マ
マ
は
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
マ
マ
同
士
で

交
流
し
、
そ
の
間
、
お
子
さ
ん

に
は
新
聞
や
段
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
遊
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
ま
だ

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

で
き
て
い
な
い
マ
マ
達
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▼  

場
所　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
参
加
費　

親
子
で
２
０
０
円

▼
定
員　

20
組

▼
問
合
先　

お
む
す
び
（
山
田
）

☎
０
８
０
‐
８
５
６
８
‐
６
７
２
２

四
季
を
み
ん
な
で
歌
う
！

　

日
出
町
を
元
気
に
す
る
大
合

唱
。
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

春
を
呼
ぶ
大
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
一

緒
に
奏
で
ま
せ
ん
か
？
歌
詞

カ
ー
ド
は
準
備
い
た
し
ま
す
。

参
加
無
料
。
コ
ー
ヒ
ー
・
抹
茶
・

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

安
部
龍り
ゅ
う
と

勇
斗（
和
哉　

太
田
）

中
野　

柊し
ゅ
う
ご吾（
耕
平　

是
城
）

塚
﨑　

圭け
い　
（
夏
樹　

宮
の
下
）

藤
原　

未み
は
ね羽（
正
浩　

中
の
二
）

田
村　

陽は
る
と
し冬（
友
宏　

影
の
木
）

河
野　

一い
っ
け
い慧（

陽
道　

西
の
一
）

清
永　

連れ
ん
と寿（

隆
徳　

西
の
二
）

山
坂　

晴は
る　

（
誠 

辻
間
団
地
東
）

吉
田　

湊そ
う
ま真（

圭
嗣 

日
出
中
央
）

堀　
　

結ゆ
い
な菜（

陽
次　

東
仁
王
）

植
山　

優ゆ

い衣（
竜
也　

東
仁
王
）

豊
岡　

睦む
つ
ひ
さ久（
広
隆　

東
仁
王
）

大
塚　

純じ
ゅ
ん
り莉（
潤
一
郎　

内
堀
）

金
子　

咲に
こ
な菜（
和
也　

南
部
）

山
石　

朱あ
か
り里（
山　
　

中
部
）

笠
置
妃ひ

な

た

菜
多（
真
矢　

則
次
）

野
上　

颯は
や
と斗（
神
吾　

平
原
）

原
田　

好
こ
の
み　
（
将
義　

北
大
神
）

八
坂　

桐と
う
ま真（
裕
介　

北
大
神
）

渡
邉　

莉り

お愛（
和
也 

大
神
中
央
）

髙
木　

蓮れ
ん
と斗（

康
弘　

軒
の
井
）

長
野　

湊み
な
と斗（

友
晃　

軒
の
井
）

中
道　

希の
ぞ
み美（

宥
清　

軒
の
井
）

吉
野　

富
子（
86　

高
平
）

草
場　

大
志（
21　

日
出
本
町
）

田
中　

昌
敏（
80　

八
日
市
）

渡
邊　

誠　
（
64　

西
八
日
市
）

赤
山　

毛
市（
95　

佐
尾
）

岡
田　

良
則（
75　

佐
尾
）

田
川　

豊
治（
88　

日
出
団
地
）

河
野　

剛
一（
94　

東
部
）

伊
藤　

壽　
（
80　

東
部
）

利
光
猛
一
郎（
83　

中
部
）

小
田　

勝
美（
94　

辻
の
尾
）

三
浦　

義
博（
80　

成
行
）

室
井　

文
子（

100　

成
行
）

竹
友
毛
奈
吉（
84　

内
野
）

城　
　

嘉
雄（
89　

後
村
）

佐
藤　

子
郎（
83　

高
尾
）

堀　

協
一
郎（
85　

港
）

河
野　

健
一（
79　

原
山
）

河
野　

典
子（
70　

真
那
井
）

＊
12
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

緑
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。
多
勢
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～

▼
場
所　

日
出
町
中
央
公
民
館

▼   

内
容　

早
春
賦
・
花
は
咲

く
・
ふ
る
さ
と
・
日
出
讃
歌

（
日
出
ず
る
美
し
い
街
）
等

20
数
曲

▼
問
合
先　

コ
ー
ル
さ
ざ
ん
か

（
佐
藤
）
☎
73
‐
０
８
５
３

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う
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腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

悩む前に、お気軽にご相談ください。

阿部稔尚行政書士事務所
速見郡日出町3806番地21

電話 72-0975・FAX 75-7227

業務案内
相続・遺言手続・任意後見契約
建設業・農地法・古物商等各種許可申請
経営事項審査
内容証明・示談書・協議書作成等

日出町出会い応援事業　第 8回

『リゾートホテルで過ごすカップリングパーティー』
セミナー付カップリングパーティーの第２弾！今回のセミナーは男性参加者の皆さまが対象です。

■日　程　3 月 16 日（日）

■時　間　11 時 15 分～ 13 時 45 分（10 時 30 分より受付開始）

■場　所　別府湾ロイヤルホテル

■定　員　男女各 16 名ずつ（抽選）

■対象者　20 代～ 40 代の独身男女

■料　金　4,000 円（※昼食付き、ノンアルコール）

■受付・問合先　2 月 24 日（月）締切　　政策推進課窓口まで　☎ 73-3116

＊ 2 月 25 日（火）より、おおいた出会い応援センターでも受付けます。　☎ 097-599-3179

【合わせて開催！！婚活男子のための特別セミナー】
◇対象者　上記カップリングパーティー参加男性　※パーティー参加とセットです。

■日　程　3 月 16 日（日）

■時　間　10 時 30 分～ 11 時（10 時より受付開始）

■料　金　無料　

　＊ 参加決定の結果については、３月７日（金）までに、おおいた出会い応援センターより確認の連絡が届きます。

参加決定の通知を受けてからのキャンセルはできません。参加費全額のキャンセル料が発生しますのでご注意

ください。

　＊ 健全な出会いイベントを運営するため、本人確認や独身であることを確認させていただきます。ご了承ください。

～
お
礼
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た（
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
）～

　

平
成
25
年
３
月
の
別
府
湾
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
者

で
す
。

　

そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
相
手
と
、
こ
の
た
び
結

婚
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
日
出
町
出
会
い
応
援

事
業
で
出
会
っ
た
一
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
、
こ
の
度
結
婚
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
33
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
成
立
し
て
い
る
本
事
業
で
す

が
、
結
婚
第
１
組
目
と
な
る
お

め
で
た
い
報
告
に
ス
タ
ッ
フ
一

同
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
「
ご
縁
」

を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

御
結
婚

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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「ひじでＨＯｔ（ほお）バル」開催！
　「バル」とはスペイン語で居酒屋のこと。転じてスペイン風に食べて飲み歩くイベントを指します。「ひじ
でＨＯｔ（ほお）バル」では、町内の参加各店にてチケットと引換に「ワンドリンク＋お店自慢の品」をお
楽しみいただけます。町のおいしい物をいっぱい “ほおばって ”みませんか？

　■開催日時

　　２月 27 日（木）17 時～ 21 時（※店舗により営業時間が異なりますので、当日配布するマップでご確認ください）

　■�チケット入手方法（※３枚綴りを１セットで販売）

　　�商工観光課、二の丸館で１月 27 日（月）より前売券（2,100 円）を販売します。下記より事前予約も可能で、そ

の場合は当日に二の丸館で代金（2,100 円）と引換でチケットをお渡しします。当日券（2,400 円）も販売します。

　■問合先　商工観光課　☎ 73-3158

　■チケット予約　ひじまちぐるめラボ　☎ 097-513-8050（平日９:00 ～ 17:00）

「日出町ふるさと寄附金」を募集しています！

�日出町では、ふるさと日出町を応援していただける方か
ら、「ふるさと寄附金」を募集しています。

「ふるさと寄附金」は観光振興、地場産業育成等ふるさと
を守り、元気づける日出町の施策に活用します。
多くの皆様からの応援をお待ちしております。

問合先　日出町総務課　☎ 0977-73-3150

≪税制上の優遇措置があります≫
「ふるさと寄附金」を寄附いただきますと、所得税・個人
住民税の一部について控除が受けられます。
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祝・新成人

仲間との思い出を胸に、気持ち新たに‼

日出町の人のうごき
平成 26 年 1 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,823 （－　9） － 58
人　口 28,645 （－ 20） －161

男 13,722 （－ 19） － 52
女 14,923 （－　1） －109

南端 316 （－　5）
豊岡 7,313 （＋　3）
日出 5,893 （－　9）
藤原 3,844 （－ 12）
川崎 5,854 （－ 11）
大神 5,425 （＋ 14）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比

47

　1 月 12 日 に 行 わ れ た 日 出
町 成 人 式。 多 く の 来 賓 に 祝 福
さ れ た 式 典 の 後、 日 出 町 成 人
式 実 行 委 員 会 の 新 成 人 11 名
が 企 画 ・ 進 行 す る 第 ２ 部 が 始
ま り ま し た。
　 新 成 人 の 中 学 校 時 代 の 恩 師
９ 名 が ス テ ー ジ に 登 場 し、 教
え 子 を 祝 福 し た ほ か、 出 席 で
き な か っ た 先 生 か ら の ビ デ オ
レ タ ー や 抽 選 会 な ど、 緊 張 し
た 面 持 ち の 式 典 と は 一 転、 会
場 は 笑 い 声 の 絶 え な い、 賑 や
か な 雰 囲 気 に 包 ま れ ま し た。
　 一 生 に 一 度 の 成 人 式 を 思 い
出 に 残 る も の に し よ う と、 晴
れ の 日 を 盛 り 上 げ て く れ た メ
ン バ ー の 中 心 に い た の が、 実
行 委 員 長 を 務 め た 清 家 和

かず

さ ん
で す。
　 清 家 さ ん は 現 在、 大 分 大 学
に 通 う 学 生 で、「 実 行 委 員 を
し て み て は ど う か」 と い う 周
囲 の 声 に、「 地 元 に 残 っ て い
る 自 分 が し な け れ ば」 と 快 く
引 き 受 け た そ う で す。
　 昨 年 ８ 月 に 第 １ 回 の 実 行 委
員 会 を 開 催 し て 以 来、 計 ４ 回
の 打 ち 合 わ せ が 行 わ れ ま し
た。 学 校 や 仕 事 の 都 合 で 11

名 全 員 が 一 度 に 揃 う こ と は な
か っ た そ う で す が、 参 加 で き
た 仲 間 で 積 極 的 に ア イ デ ア を
出 し 合 い、 打 ち 合 せ は 順 調 に
進 ん だ よ う で す。「 メ ン バ ー
に 感 謝 し て い ま す」 と 清 家 さ
ん は 話 し ま す。
　 成 人 式 の 間 は、 委 員 の た
め、 友 人 と 話 す 時 間 は ほ と ん
ど あ り ま せ ん で し た が、 こ の
夜、 母 校 ・ 大 神 中 学 校 の 同 窓
会 が 行 わ れ、 旧 友 と ゆ っ く り
話 が 出 来 た よ う で す。
　「 子 ど も の 頃 か ら 知 る 仲 間
が、 そ れ ぞ れ の 道 で 頑 張 っ て
い る こ と を 知 り、 自 分 も 負 け
て い ら れ な い」 と 刺 激 を 受 け
た と 言 い ま す。
　 現 在、 清 家 さ ん は 大 学 の 教
育 学 部 で 学 業 に 励 む と と も
に、 部 活 で バ ド ミ ン ト ン に 打
ち 込 ん で い ま す。「 ス ポ ー ツ
が 大 好 き な の で」 と、 将 来 は
体 育 教 師 を め ざ し て い る そ う
で す。
　 無 事 に 成 人 を 迎 え ら れ た こ
と に、 清 家 さ ん は、 こ れ ま で
支 え て く れ た 両 親 へ の 感 謝 の
気 持 ち を 忘 れ ま せ ん。
　 高 校 や 大 学 に 進 学 す る 際、

「 進 み た い 道 を 歩 み な さ い 」
と 自 分 の 意 思 を 尊 重 し て く
れ、 応 援 し て く れ た 両 親 に 対
し、「 年 齢 を 重 ね る に つ れ、
親 の あ り が た さ が 分 か る よ う
に な っ て き ま し た」 と 明 か し
て く れ ま す。 両 親 の 誕 生 日 に
は、面 と 向 か っ て 言 え な い「あ
り が と う 」 の 気 持 ち を 込 め
て、 プ レ ゼ ン ト を 贈 る よ う に
し て い る そ う で す。
　 ま た、 生 ま れ 育 っ た ふ る さ
と に 対 し て も、「 教 師 に な っ
て、 日 出 の 子 ど も た ち の 教 育
に 携 わ る こ と が で き れ ば。 恩
返 し し て い き た い」 と 感 謝 の
気 持 ち を 話 し て く れ ま し た。

平成26年日出町成人式実行委員会
実行委員長　清家　和さん（20）
（大神　高尾）
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平成26年日出町成人式実行委員会の皆さん
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